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■法学学位プログラム（Ｄ）

1通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

2通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

2通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

2通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

3通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

3通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

3通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

－ 9 0 0

1･2･3後 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3後 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3前 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3前 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3前 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3後 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3後 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3後 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3前 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3前 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3後 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3前 1 ○ ◯ ◯ ◯ 　 ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3後 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3前 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3後 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3後 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3前 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3後 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3前 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3後 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3前 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

1･2･3通 1 ○ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯ ◯

－ 0 26 0 - - - - - - - - - -

－ 9 26 0 - - - - - - - - - -

※「必修」は学位プログラムとしての必修を表す。

* 「現代知的財産法」～「外国知的財産法」の6科目は、社会人学生が限られた時間（時間割）で複数の授業を受けられるよう、年度をずらして3年に1度ずつ開講している。

学位プログラム小計（35科目） －

－

情
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と
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分
野

知的財産法による情報財保護

企業ノウハウと従業員

電子社会と法

現代知的財産法

欧米知的財産法

アメリカ知的財産法

比較知的財産法

知的財産法の現代的課題

外国知的財産法

社
会
･
経

済
法
分
野 比較労働法の基礎II

小計（26科目）

企
業
組
織
と
金

融
分
野

現代株式会社法

比較金融法

現代契約法

国際会社法

現代民事金融法

アメリカ会社法

アメリカ証券取引法

比較労働法の基礎Ⅰ

現代社会保障法

企業法特別研究IX

－

専
門
科
目

企
業
の
グ
ロ
ー

バ
ル
化
分
野

外国会社法

国際租税計画Ⅰ

国際取引と国際私法

米国民事訴訟法

ドイツ民事訴訟法

外国資本市場法

小計（9科目）

共
通
専
門
科
目

企業法特別研究I

企業法特別研究II

企業法特別研究III

国際租税計画Ⅱ

企業法特別研究V

企業法特別研究VI

企業法特別研究VII

企業法特別研究IV

企業法特別研究VIII

専門コンピテンス（人文社会ビジネス科学学術院　ビジネス科学研究群　博士後期課程） 汎用コンピテンス

科目
区分

授業科目の名称 配当年次

単位数 授業形態


